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(57)【要約】
　モバイルデバイスにおけるオーディオ信号の品質を測
定するための方法についての技術が一般に説明される。
いくつかの例では、モバイルデバイスは、別のデバイス
から送信されたオーディオ信号を受信するように構成さ
れた受信ユニットと、オーディオ信号の受信した品質を
測定するように構成されたオーディオ品質測定ユニット
と、オーディオ信号の測定した品質を別のデバイスに送
信するように構成された送信ユニットとを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モバイルデバイスであって、
　別のデバイスから送信されたオーディオ信号を受信するように構成された受信ユニット
と、
　前記受信したオーディオ信号の品質を測定するように構成されたオーディオ品質測定ユ
ニットと、
　前記オーディオ信号の前記測定した品質を前記別のデバイスに送信するように構成され
た送信ユニットと
を備える、モバイルデバイス。
【請求項２】
　前記オーディオ信号の前記測定した品質を別のオーディオ信号に挿入するように構成さ
れた情報挿入ユニットをさらに備え、
　前記送信ユニットが、オーディオチャネルを介して、前記別のオーディオ信号を前記別
のデバイスに送信するようにさらに構成される、
請求項１に記載のモバイルデバイス。
【請求項３】
　前記情報挿入ユニットが、オーディオ透かしアルゴリズムを使用して、前記オーディオ
信号の前記測定した品質を透かしとして前記別のオーディオ信号に挿入するようにさらに
構成される、請求項２に記載のモバイルデバイス。
【請求項４】
　前記情報挿入ユニットが、前記別のオーディオ信号を符号化するために使用されるオー
ディオコーデックの補助データフィールドに前記オーディオ信号の前記測定した品質を挿
入するようにさらに構成される、請求項２に記載のモバイルデバイス。
【請求項５】
　前記情報挿入ユニットが、前記別のオーディオ信号を送信するために使用されるトラン
スポート層の補助データフィールドに前記オーディオ信号の前記測定した品質を挿入する
ようにさらに構成される、請求項２に記載のモバイルデバイス。
【請求項６】
　前記送信ユニットが、データチャネルを介して、前記オーディオ信号の前記測定した品
質を前記別のデバイスに送信するようにさらに構成される、請求項１に記載のモバイルデ
バイス。
【請求項７】
　前記オーディオ品質測定ユニットが、秒あたり３ビット以下で表されるＱｏＳ情報とし
て前記オーディオ信号の前記品質を測定する、請求項１に記載のモバイルデバイス。
【請求項８】
　前記オーディオ品質測定ユニットが、人間の聴覚系の機能的な役割に基づいて前記オー
ディオ信号の前記品質を測定する、請求項１に記載のモバイルデバイス。
【請求項９】
　前記オーディオ品質測定ユニットが、基準オーディオ信号を使用することなく前記オー
ディオ信号の前記品質を測定する、請求項１に記載のモバイルデバイス。
【請求項１０】
　前記オーディオ品質測定ユニットが、前記オーディオ信号が当該モバイルデバイスによ
って再生される前に前記オーディオ信号の前記品質を測定する、請求項１に記載のモバイ
ルデバイス。
【請求項１１】
　当該モバイルデバイスの周囲の背景ノイズレベルを測定するように構成された背景ノイ
ズ測定ユニットをさらに備え、
　前記送信ユニットが、前記測定した背景ノイズレベルを前記別のデバイスに送信するよ
うにさらに構成される、
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請求項１に記載のモバイルデバイス。
【請求項１２】
　当該モバイルデバイスのネットワーク接続性を測定するように構成されたネットワーク
接続性測定ユニットをさらに備え、
　前記送信ユニットが、前記測定したネットワーク接続性を前記別のデバイスに送信する
ようにさらに構成される、
請求項１に記載のモバイルデバイス。
【請求項１３】
　モバイルデバイスであって、
　オーディオ信号を別のデバイスに送信するように構成された送信ユニットと、
　前記別のデバイスに送信され、前記別のデバイスによって受信された前記オーディオ信
号の品質を前記別のデバイスから受信するように構成された受信ユニットと、
　前記オーディオ信号の前記受信した品質を表示するように構成された表示ユニットと
を備える、モバイルデバイス。
【請求項１４】
　前記受信ユニットが、前記別のデバイスから別のオーディオ信号を受信するようにさら
に構成され、当該モバイルデバイスが、
　前記別のオーディオ信号から前記オーディオ信号の前記品質を抽出するように構成され
た情報抽出ユニットをさらに備える、
請求項１３に記載のモバイルデバイス。
【請求項１５】
　前記情報抽出ユニットが、オーディオ透かしアルゴリズムを使用することによって、前
記別のオーディオ信号から前記オーディオ信号の前記品質を抽出するようにさらに構成さ
れる、請求項１４に記載のモバイルデバイス。
【請求項１６】
　前記情報抽出ユニットが、前記別のオーディオ信号を符号化するために使用されるオー
ディオコーデックの補助データフィールドに挿入された前記オーディオ信号の前記品質を
抽出するようにさらに構成される、請求項１４に記載のモバイルデバイス。
【請求項１７】
　前記情報抽出ユニットが、前記別のオーディオ信号を送信するために使用されるトラン
スポート層の補助データフィールドに挿入された前記オーディオ信号の前記品質を抽出す
るようにさらに構成される、請求項１４に記載のモバイルデバイス。
【請求項１８】
　前記受信ユニットが、データチャネルを介して、前記別のデバイスから前記オーディオ
信号の前記測定した品質を受信するようにさらに構成される、請求項１３に記載のモバイ
ルデバイス。
【請求項１９】
　前記オーディオ信号の前記品質が、秒あたり３ビット以下を使用するＱｏＳ情報によっ
て表される、請求項１３に記載のモバイルデバイス。
【請求項２０】
　前記オーディオ信号の前記品質が、人間の聴覚系の機能的な役割に基づいて測定される
、請求項１３に記載のモバイルデバイス。
【請求項２１】
　前記オーディオ信号の前記品質が、基準オーディオ信号を使用することなく測定される
、請求項１３に記載のモバイルデバイス。
【請求項２２】
　前記オーディオ信号の前記品質が、前記オーディオ信号が前記別のデバイスによって再
生される前に前記別のデバイスによって測定される、請求項１３に記載のモバイルデバイ
ス。
【請求項２３】
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　前記受信ユニットが、前記別のデバイスの周囲の背景ノイズレベルを受信するようにさ
らに構成され、前記表示ユニットが、前記別のデバイスの前記背景ノイズレベルを表示す
るようにさらに構成される、請求項１３に記載のモバイルデバイス。
【請求項２４】
　前記受信ユニットが、前記別のデバイスのネットワーク接続性を受信するようにさらに
構成され、前記表示ユニットが、前記別のデバイスの前記ネットワーク接続性を表示する
ようにさらに構成される、請求項１３に記載のモバイルデバイス。
【請求項２５】
　モバイルデバイスであって、
　オーディオ信号を別のデバイスに送信し、別のオーディオ信号を前記別のデバイスから
受信するように構成された送受信機と、
　前記別のデバイスから受信した前記別のオーディオ信号の品質を測定するように構成さ
れたオーディオ品質測定ユニットとを備え、
　前記送受信機が、前記別のオーディオ信号の前記測定した品質を前記別のデバイスに送
信するようにさらに構成され、前記送受信機が、前記別のデバイスに送信され、前記別の
デバイスによって受信された前記オーディオ信号の品質を前記別のデバイスから受信する
ようにさらに構成される、
モバイルデバイス。
【請求項２６】
　前記オーディオ信号の前記受信した品質を表示するように構成された表示ユニットをさ
らに備える、請求項２５に記載のモバイルデバイス。
【請求項２７】
　モバイルデバイスの制御下で実行される方法であって、
　オーディオ信号を別のデバイスに送信することと、
　前記別のデバイスに送信され、前記別のデバイスによって受信された前記オーディオ信
号の品質を前記別のデバイスから受信することと、
　前記オーディオ信号の前記受信した品質を表示することと、
　別のオーディオ信号を前記別のデバイスから受信することと、
　前記別のオーディオ信号の品質を測定することと、
　前記別のオーディオ信号の前記測定した品質を前記別のデバイスに送信することと
を含む、方法。
【請求項２８】
　コンピュータ可読記憶媒体であって、その内容は、プロセッサによって実行される場合
、プロセッサに、
　モバイルデバイスにオーディオ信号を送信させ、
　前記モバイルデバイスに送信され、前記モバイルデバイスによって受信された前記オー
ディオ信号の品質を前記モバイルデバイスから受信させ、
　前記オーディオ信号の前記受信した品質を表示させ、
　別のオーディオ信号を前記モバイルデバイスから受信させ、
　前記別のオーディオ信号の品質を測定させ、
　前記別のオーディオ信号の前記測定した品質を前記モバイルデバイスに送信させる、
コンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　現代の通信ネットワークは、ますます複雑になってきている。特に、モバイル通信用グ
ローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標））、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、ユニバーサ
ルモバイル通信システム（ＵＭＴＳ）およびボイスオーバインターネットプロトコル（Ｖ
ｏＩＰ）などの様々な種類のネットワークは、広く日常生活で使用されている。これらの
ネットワークは高度に分散しており、時には電話で相互に接続されるので、スピーチ品質



(5) JP 2014-509467 A 2014.4.17

10

20

30

40

50

を低下させる要因は増加し、エンドトゥエンドのスピーチ品質の測定は非常に難しくなる
。したがって、現代の通信ネットワーク上での信頼できるスピーチ品質の推定は、ネット
ワークシステムの設計および開発のためだけでなく、モバイルデバイスのユーザにとって
も非常に重要である。
【発明の概要】
【０００２】
　一例では、モバイルデバイスは、別のデバイスから送信されたオーディオ信号を受信す
るように構成された受信ユニットと、受信したオーディオ信号の品質を測定するように構
成されたオーディオ品質測定ユニットと、オーディオ信号の測定した品質を別のデバイス
に送信するように構成された送信ユニットとを含み得る。
【０００３】
　一例では、モバイルデバイスは、オーディオ信号を別のデバイスに送信するように構成
された送信ユニットと、別のデバイスに送信され、別のデバイスによって受信されたオー
ディオ信号の品質を別のデバイスから受信するように構成された受信ユニットと、オーデ
ィオ信号の受信した品質を表示するように構成された表示ユニットとを含み得る。
【０００４】
　一例では、モバイルデバイスは、オーディオ信号を別のデバイスに送信し、別のオーデ
ィオ信号を別のデバイスから受信するように構成された送受信機と、別のデバイスから受
信した別のオーディオ信号の品質を測定するように構成されたオーディオ品質測定ユニッ
トとを含み得る。送受信機は、別のオーディオ信号の測定した品質を別のデバイスに送信
するようにさらに構成され、この送受信機は、別のデバイスに送信され、別のデバイスに
よって受信されたオーディオ信号の品質を別のデバイスから受信するようにさらに構成さ
れている。
【０００５】
　一例では、モバイルデバイスの制御下で実行される方法は、オーディオ信号を別のデバ
イスに送信することと、別のデバイスに送信され、別のデバイスによって受信されたオー
ディオ信号の品質を別のデバイスから受信することと、オーディオ信号の受信した品質を
表示することと、別のオーディオ信号を別のデバイスから受信することと、別のオーディ
オ信号の品質を測定することと、別のオーディオ信号の測定した品質を別のデバイスに送
信することとを含み得る。
【０００６】
　一例では、コンピュータ可読記憶媒体が提供され、その内容は、プロセッサによって実
行される場合、プロセッサに、モバイルデバイスにオーディオ信号を送信させ、モバイル
デバイスに送信され、モバイルデバイスによって受信されたオーディオ信号の品質をモバ
イルデバイスから受信させ、オーディオ信号の受信した品質を表示させ、別のオーディオ
信号をモバイルデバイスから受信させ、別のオーディオ信号の品質を測定させ、別のオー
ディオ信号の測定した品質をモバイルデバイスに送信させる。
【０００７】
　上記の要約は単に例示であり、決して限定であることを意図するものではない。上述の
例示的な態様、実施形態および特徴に加えて、さらなる態様、実施形態および特徴は図面
および以下の詳細な説明を参照することによって明らかになるであろう。
【０００８】
　本開示の前述および他の特徴は、添付の図面と併せて以下の説明および添付の特許請求
の範囲からより完全に明らかになるであろう。これらの図面は、本開示によるほんのいく
つかの実施形態を描いており、したがってその範囲を限定するものと見なされるべきでは
ないと理解した上で、本開示は添付の図面の使用を通じてさらに具体的かつ詳細に説明さ
れる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】モバイル通信システムの例示的な略ブロック図である。
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【図２】図１に示したモバイルデバイスの例示的な略ブロック図である。
【図３】モバイルデバイス上のオーディオ信号の品質を表示する例示的なスクリーンの図
である。
【図４】オーディオ信号の品質を測定するための方法の例示的なフロー図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下の詳細な説明では、本明細書の一部を成す添付の図面が参照される。文脈が別途指
示しない限り、図面において類似の符号は通常類似の構成要素を識別する。詳細な説明、
図面および特許請求の範囲の中で説明される例示的な実施形態は、限定を意図するもので
はない。本明細書に示す主題の精神または範囲から逸脱することなく、他の実施形態が利
用されてもよく、他の変更がなされてもよい。本明細書で概括的に説明し、図面に示す本
開示の態様は、そのすべてが本明細書で明示的に企図される多種多様な異なる構成で配置
、置換、結合、分離および設計され得るということが容易に理解されよう。
【００１１】
　本開示は、とりわけモバイルデバイスにおけるオーディオ信号品質の測定に関連する方
法、装置、システム、デバイスおよびコンピュータプログラム製品を一般に対象とする。
【００１２】
　簡単に述べると、オーディオ信号の品質を測定するため、またはオーディオ信号の品質
を表示するためのモバイルデバイスのための技術を一般的に説明する。いくつかの例では
、モバイルデバイスは、別のデバイスから送信されたオーディオ信号を受信するように構
成された受信ユニットと、受信したオーディオ信号の品質を測定するように構成されたオ
ーディオ品質測定ユニットと、オーディオ信号の測定した品質を別のデバイスに送信する
ように構成された送信ユニットとを含む。いくつかの例では、モバイルデバイスは、オー
ディオ信号を別のデバイスに送信するように構成された送信ユニットと、別のデバイスに
送信され、別のデバイスによって受信されたオーディオ信号の品質を別のデバイスから受
信するように構成された受信ユニットと、オーディオ信号の受信した品質を表示するよう
に構成された表示ユニットとを含む。
【００１３】
　図１は、モバイル通信システムの例示的な略ブロック図である。図１を参照すると、モ
バイル通信システムはモバイルデバイス１００と、別のモバイルデバイス２００と、ネッ
トワーク３００と、サービスプロバイダ４００とを含むことができる。
【００１４】
　モバイルデバイス１００または別のモバイルデバイス２００は、ＰＣＳ（Ｐｅｒｓｏｎ
ａｌ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ）、ＧＳＭ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔ
ｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）（登録商標）、ＰＤＣ（
Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｃｅｌｌｕｌａｒ）、ＰＨＳ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　
Ｈａｎｄｙ－ｐｈｏｎｅ　Ｓｙｓｔｅｍ）、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ
　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）、ＩＭＴ（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌ
ｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）－２０００、ＣＤＭＡ（Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　
Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）－２０００、Ｗ－ＣＤＭＡ（Ｗ－Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉ
ｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、ＷｉＢｒｏ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｂｒｏ
ａｄｂａｎｄ　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ）またはＭｏｂｉｌｅ　ＷｉＭＡＸ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｗ
ｏｒｌｄｗｉｄｅ　Ｉｎｔｅｒｏｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　
Ａｃｃｅｓｓ）デバイスなどのすべての種類のハンドヘルドワイヤレス通信デバイスを含
んでもよい。
【００１５】
　ネットワーク３００は、ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、ＷＡＮ（
Ｗｉｄｅ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、もしくはＶＡＮ（Ｖａｌｕｅ　Ａｄｄｅｄ　Ｎ
ｅｔｗｏｒｋ）などの有線ネットワーク、またはモバイル無線通信ネットワーク、衛星ネ
ットワーク、ブルートゥース、ＷｉＢｒｏ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｂｒｏａｄｂａｎｄ　Ｉ
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ｎｔｅｒｎｅｔ）、Ｍｏｂｉｌｅ　ＷｉＭＡＸ、もしくはＨＳＤＰＡ（Ｈｉｇｈ　Ｓｐｅ
ｅｄ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｃｃｅｓｓ）などのすべての種類のワイヤレ
スネットワークを含んでもよい。
【００１６】
　サービスプロバイダ４００は、ネットワーク３００を介してモバイルデバイス１００お
よび別のモバイルデバイス２００に接続され、モバイル通信サービスをモバイルデバイス
１００および別のモバイルデバイス２００に提供してもよい。限定ではなく、例として、
サービスプロバイダ４００は、基地局と、基地局コントローラと、電子電話交換器と、認
証センターと、ショートメッセージサービスサーバと、マルチメディアメッセージサービ
スサーバとを含んでもよい。
【００１７】
　モバイルデバイス１００および別のモバイルデバイス２００は、ネットワーク３００を
介して互いに接続されてもよく、モバイルデバイス１００および別のモバイルデバイス２
００はまた、ネットワーク３００を介してサービスプロバイダ４００に接続されてもよい
。
【００１８】
　モバイルデバイス１００は、遠端の話者のスピーチ信号またはボイス信号などのオーデ
ィオ信号を別のモバイルデバイス２００から受信してもよい。モバイルデバイス１００は
、受信したオーディオ信号の品質を測定し、オーディオ信号の測定した品質を別のモバイ
ルデバイス２００に返送してもよい。
【００１９】
　一方、別のモバイルデバイス２００は、オーディオ信号の測定した品質をモバイルデバ
イス１００から受信し、オーディオ信号の受信した品質を表示してもよい。
【００２０】
　図２は、図１に示したモバイルデバイス１００の例示的な略ブロック図である。
【００２１】
　図２を参照すると、モバイルデバイス１００は受信ユニット１１０を含むことができる
。受信ユニット１１０は、遠端の話者のスピーチデータなどのオーディオ信号を別のモバ
イルデバイス２００から受信してもよい。さらに、受信ユニット１１０はまた、別のモバ
イルデバイス２００から、別のモバイルデバイス２００に送信された近端の話者のスピー
チデータなどのオーディオ信号の品質を受信してもよい。
【００２２】
　モバイルデバイス１００はさらに、オーディオ品質測定ユニット１２０を含むことがで
きる。オーディオ品質測定ユニット１２０は、受信ユニット１１０によって受信されたオ
ーディオ信号の品質を測定してもよい。モバイルデバイス１００と別のモバイルデバイス
２００の間で呼が接続されると、モバイルデバイス１００の受信ユニット１１０は、遠端
の話者のオーディオ信号を別のモバイルデバイス２００から受信することができる。この
場合、受信したオーディオ信号は周囲のノイズ、エコー信号、チャネルフェーディング、
パケット損失、ネットワーク遅延などによって汚染されたり、または損なわれたりする可
能性があり、したがってモバイルデバイス１００の近端の話者は、モバイルデバイス１０
０の不図示のスピーカを通じて再生される汚染されたオーディオ信号を聞く可能性がある
。
【００２３】
　別のモバイルデバイス２００から受信したオーディオ信号の品質を測定するために、オ
ーディオ品質測定ユニット１２０は、基準オーディオ信号またはソースオーディオ信号を
用いずに、汚染されたオーディオ信号を使用してもよい。例として、オーディオ品質測定
ユニット１２０は、ＡＮＩＱＵＥ（Ａｕｄｉｔｏｒｙ　Ｎｏｎ－Ｉｎｔｒｕｓｉｖｅ　Ｑ
ｕａｌｉｔｙ　Ｅｓｔｉｍａｔｉｏｎ）アルゴリズムを使用することによってオーディオ
信号の品質を測定してもよい。ＡＮＩＱＵＥアルゴリズムでは、オーディオ信号の品質は
、基準スピーチ信号またはソーススピーチ信号を使用することなく、人間の聴覚系の機能
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的な役割に基づいて測定される。
【００２４】
　例として、オーディオ品質測定ユニット１２０は、少数のビットによって表されたＱｏ
Ｓ情報として、近端の話者が聞くオーディオ信号の品質を測定することができる。ＱｏＳ
情報のスコアが１から４まで計られる場合、ＱｏＳ情報は２ビットで表されてもよい。Ｑ
ｏＳ情報のスコアが１から８まで計られる場合、ＱｏＳ情報は３ビットで表されてもよい
。例として、ＱｏＳ情報のスコアはＭｅａｎ　Ｏｐｉｎｉｏｎ　Ｓｃｏｒｅ（ＭＯＳ）と
して表されてもよい。
【００２５】
　測定のタイミングとして、オーディオ品質測定ユニット１２０は、オーディオ信号がモ
バイルデバイス１００のスピーカを通じて再生される前にオーディオ信号の品質を測定し
てもよい。
【００２６】
　いくつかの実施形態では、モバイルデバイス１００は任意で背景ノイズ測定ユニット１
３０を含んでもよい。モバイルデバイス１００の周囲には、交通ノイズ（バスまたは自動
車）、エンジンノイズ、空調機ノイズまたはコンピュータのキーストロークなどの背景ノ
イズが存在し得るので、近端の話者の声は背景ノイズのために不明瞭な可能性がある。限
定ではなく、例として、背景ノイズ測定ユニット１３０はモバイルデバイス１００の不図
示のマイクに入力された背景ノイズを収集し、収集した背景ノイズのレベルを測定しても
よい。限定ではなく、例として、背景ノイズ測定ユニット１３０は、様々なＳＮＲ（Ｓｉ
ｇｎａｌ　ｔｏ　Ｎｏｉｓｅ　Ｒａｔｉｏ）測定方法のうちの１つを使用することによっ
て背景ノイズレベルを測定してもよい。ＳＮＲ測定方法は当技術分野でよく知られており
、したがって、本明細書では説明しない。
【００２７】
　いくつかの実施形態では、モバイルデバイス１００は、ネットワーク接続性測定ユニッ
ト１４０を含むことができる。ネットワーク接続性は、ネットワークの遅延または待ち時
間などの環境的な問題によって劣化する可能性がある。このネットワーク接続性の劣化は
、モバイルデバイス１００の近端の話者が聞くスピーチ品質を低下させる可能性がある。
限定ではなく、例として、ネットワーク接続性測定ユニット１４０はモバイルデバイス１
００の現在のネットワーク接続性を監視し、モバイルデバイス１００の現在のネットワー
ク接続性のレベルを測定してもよい。
【００２８】
　いくつかの実施形態では、オーディオ信号の測定した品質がオーディオチャネルを介し
て別のモバイルデバイス２００に送信される場合、モバイルデバイス１００は情報挿入ユ
ニット１５０をさらに含むことができる。情報挿入ユニット１５０は、受信したオーディ
オ信号の測定した品質を、別のモバイルデバイス２００に送信されることになる別のオー
ディオ信号に挿入してもよい。この別のオーディオ信号は、モバイルデバイス１００の近
端の話者のボイスデータまたはスピーチデータであってもよい。必要に応じて、情報挿入
ユニット１５０はまた、背景ノイズ測定ユニット１３０によって測定された背景ノイズレ
ベルおよび／またはネットワーク接続性測定ユニット１４０によって測定されたネットワ
ーク接続性を別のモバイルデバイス２００に送信される別のオーディオ信号に挿入しても
よい。
【００２９】
　例として、情報挿入ユニット１５０は、様々なオーディオ透かしアルゴリズムのうちの
１つを使用することによって、オーディオ信号の測定した品質（ならびに、必要に応じて
モバイルデバイス１００の背景ノイズレベルおよび／またはネットワーク接続性）を透か
しとして別のオーディオ信号に挿入することができる。代替的に、情報挿入ユニット１５
０は、オーディオ信号の測定した品質（ならびに、必要に応じてモバイルデバイス１００
の背景ノイズレベルおよび／またはネットワーク接続性）を、オーディオコーデックの補
助データフィールドに、または別のオーディオ信号を送信するために使用されたトランス
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ポート層の補助データフィールドに挿入してもよい。
【００３０】
　モバイルデバイス１００は、オーディオ信号の品質を別のモバイルデバイス２００に送
信するように構成された送信ユニット１６０をさらに含むことができる。オーディオ信号
の測定した品質が別のオーディオ信号に挿入される場合、送信ユニット１６０はオーディ
オ信号の品質（ならびに、必要に応じてモバイルデバイス１００の背景ノイズレベルおよ
び／またはネットワーク接続性）を含有する別のオーディオ信号を、オーディオ信号のた
めのオーディオチャネルを介して送信してもよい。代替的に、送信ユニット１６０はオー
ディオ信号の品質（ならびに、必要に応じて、モバイルデバイス１００の背景ノイズレベ
ルおよび／またはネットワーク接続性）を、限定しないがＳＭＳ（ショートメッセージサ
ービス）データまたはＭＭＳ（マルチメディアメッセージサービス）データなどのデータ
のためのデータチャネルを介して送信してもよい。
【００３１】
　送信ユニット１６０は、所定の期間で、たとえば１フレームごとにまたは毎秒で、オー
ディオ信号の品質（ならびに、必要に応じてモバイルデバイス１００の背景ノイズレベル
および／またはネットワーク接続性）を送信することができる。例として、オーディオ信
号の品質が毎秒で送信され、オーディオ信号の品質のスコアが１から５に及ぶ場合、オー
ディオ信号の品質は毎秒３ビットで送信され得る。
【００３２】
　いくつかの実施形態では、オーディオ信号の品質がオーディオチャネルを介してモバイ
ルデバイス１００に送信される場合、モバイルデバイス１００は、オーディオ信号の品質
（ならびに、必要に応じて別のモバイルデバイス２００の背景ノイズレベルおよび／また
はネットワーク接続性）をオーディオ信号から抽出するように構成された情報抽出ユニッ
ト１７０をさらに含むことができる。オーディオ信号の品質が透かしとしてオーディオ信
号に挿入されている場合、情報抽出ユニット１７０は、様々なオーディオ透かしアルゴリ
ズムのうちの１つを使用することによって、オーディオ信号から、挿入されたオーディオ
信号の品質（ならびに、必要に応じて別のモバイルデバイス２００の背景ノイズレベルお
よび／またはネットワーク接続性）を抽出してもよい。オーディオ信号の品質がオーディ
オコーデックの補助データフィールドまたはトランスポート層の補助データフィールドに
挿入されている場合、情報抽出ユニット１７０は、オーディオコーデックまたはトランス
ポート層の補助データフィールドから、オーディオ信号の品質（ならびに、必要に応じて
別のモバイルデバイス２００の背景ノイズレベルおよび／またはネットワーク接続性）を
抽出してもよい。
【００３３】
　モバイルデバイス１００は表示ユニット１８０をさらに含むことができる。表示ユニッ
ト１８０は、別のモバイルデバイス２００から受信したオーディオ信号の品質をリアルタ
イムで表示してもよい。限定ではなく、例として、表示ユニット１８０は別のモバイルデ
バイス２００の遠端の話者が聞くＱｏＳ情報を信号バー、円またはスコアなどの図形で表
示してもよい。図３に示すように、表示ユニット１８０は、別のモバイルデバイス２００
の遠端の話者が聞くスピーチ品質を信号バー１８５で表示してもよい。ここでは、信号バ
ー１８５の数は、オーディオ信号の測定した品質の高さを示すことができる。
【００３４】
　本実施形態は、個々の受信ユニット１１０と送信ユニット１６０とを含む場合について
説明されてきたが、モバイルデバイス１００は、オーディオ信号を別のモバイルデバイス
２００に送信し、別のオーディオ信号を別のモバイルデバイス２００から受信するように
構成された単一の送受信機を含むことができる。
【００３５】
　本実施形態によれば、モバイルデバイス１００は、測定したスピーチ品質を別のモバイ
ルデバイス２００から受信し、測定したスピーチ品質をリアルタイムで表示することがで
きる。したがって、モバイルデバイス１００の近端の話者は、別のモバイルデバイス２０
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０の遠端の話者が聞くスピーチ品質を確認することができ、モバイルデバイス１００の近
端の話者は、よりノイズの少ない、よりフェーディングの少ない場所などのよりよい場所
に移動する、または車を停止することができる。
【００３６】
　図４は、本明細書で説明する少なくともいくつかの実施形態によるオーディオ信号の品
質を測定するための方法の例示的なフロー図を示す。図４の方法は、上述の、受信ユニッ
ト１１０、オーディオ品質測定ユニット１２０、背景ノイズ測定ユニット１３０、ネット
ワーク接続性測定ユニット１４０、および送信ユニット１５０を含むモバイルデバイス１
００と、受信ユニット１１０、送信ユニット１５０、および表示ユニット１８０を含む別
のモバイルデバイス２００とを使用して実施することができる。例示的な方法には、ブロ
ックＳ１１、Ｓ１２、Ｓ１３、Ｓ１４、Ｓ１５、Ｓ１６、Ｓ１７および／またはＳ１８の
うちの１つまたは複数によって示される１つまたは複数の動作、実行または機能を含んで
もよい。個別のブロックとして示しているが、様々なブロックは所望の実施形態によって
、追加のブロックに分割されても、より少ない数のブロックに組み合わせられても、また
は除去されてもよい。以下では、モバイルデバイス１００によって別のモバイルデバイス
２００のオーディオ信号の品質を測定する場合について説明する。
【００３７】
　モバイルデバイス１００と別のモバイルデバイス２００との間で呼が接続される場合、
モバイルデバイス１００は遠端の話者のスピーチデータなどのオーディオ信号を別のモバ
イルデバイス２００から受信することができる（ブロックＳ１１）。ブロックＳ１２で、
モバイルデバイス１００は、基準オーディオ信号を使用することなくオーディオ信号の品
質を測定することができる。限定ではなく、例として、モバイルデバイス１００は、ＡＮ
ＩＱＵＥ（Ａｕｄｉｔｏｒｙ　Ｎｏｎ－Ｉｎｔｒｕｓｉｖｅ　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｅｓｔｉ
ｍａｔｉｏｎ）アルゴリズムを使用することによって、オーディオ信号の品質を測定する
ことができる。
【００３８】
　ブロックＳ１３で、モバイルデバイス１００は、モバイルデバイス１００の周囲の背景
ノイズレベルを測定することができる。限定ではなく、例として、モバイルデバイス１０
０は、オーディオ信号の品質の追加情報として、モバイルデバイス１００の不図示のマイ
クに入力された背景ノイズのレベルを測定してもよい。すなわち、モバイルデバイス１０
０は、モバイルデバイス１００のマイクに入力された背景ノイズを収集し、様々なＳＮＲ
（Ｓｉｇｎａｌ　ｔｏ　Ｎｏｉｓｅ　Ｒａｔｉｏ）測定方法のうちのいずれか１つを使用
することによって、収集された背景ノイズのレベルを測定することができる。
【００３９】
　ブロックＳ１４で、モバイルデバイス１００は、オーディオ信号の品質の追加情報とし
て、モバイルデバイス１００のネットワーク接続性を測定することができる。限定ではな
く、例として、モバイルデバイス１００はモバイルデバイス１００の現在のネットワーク
接続性を監視し、モバイルデバイス１００の現在のネットワーク接続性のレベルを測定し
てもよい。
【００４０】
　ブロックＳ１５で、モバイルデバイス１００は、オーディオ信号の測定した品質を別の
モバイルデバイス２００に送信することができる。限定ではなく、例として、モバイルデ
バイス１００はオーディオチャネルを介して、またはデータチャネルを介して、オーディ
オ信号の品質を別のモバイルデバイス２００に送信してもよい。限定ではなく、例として
、オーディオ信号の品質が別のオーディオ信号に挿入されている場合、モバイルデバイス
１００はオーディオ信号の品質を含有する別のオーディオ信号を別のモバイルデバイス２
００に送信してもよい。代替的に、モバイルデバイス１００は、限定されないがＳＭＳ（
ショートメッセージサービス）データまたはＭＭＳ（マルチメディアメッセージサービス
）データなどのデータのためのデータチャネルを介してオーディオ信号の品質を送信して
もよい。限定ではなく、例として、モバイルデバイス１００は、所定の期間で、たとえば
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１フレームごとにまたは毎秒で、オーディオ信号の品質を送信してもよい。
【００４１】
　ブロックＳ１６で、モバイルデバイス１００は、必要に応じて、測定した背景ノイズレ
ベルを別のモバイルデバイス２００に送信することができる。ブロックＳ１７で、モバイ
ルデバイス１００は、必要に応じて、測定したモバイルデバイス１００のネットワーク接
続性を別のモバイルデバイス２００に送信することができる。
【００４２】
　ブロック１５からブロック１７では、モバイルデバイス１００は、別のモバイルデバイ
ス２００に、測定したオーディオ信号の品質、測定した背景ノイズレベルおよび測定した
ネットワーク接続性を異なる時間に送信することが述べられている。しかしながら、本開
示はそれに限定されなくてもよく、モバイルデバイス１００は、別のモバイルデバイス２
００に、測定したオーディオ信号の品質、測定した背景ノイズレベルおよび測定したネッ
トワーク接続性を同時に送信してもよい。さらに、モバイルデバイス１００は、測定した
オーディオ信号、測定した背景ノイズレベルおよび測定したネットワーク接続性のうちの
少なくとも１つを別のモバイルデバイス２００に送信してもよい。
【００４３】
　オーディオ信号の品質が別のモバイルデバイス２００によって受信される場合、別のモ
バイルデバイス２００はオーディオ信号の受信した品質を表示することができる（ブロッ
クＳ１８）。限定ではなく、例として、別のモバイルデバイス２００がオーディオチャネ
ルを介して、別のオーディオ信号に挿入されたオーディオ信号の品質を受信できる場合、
別のモバイルデバイス２００は別のオーディオ信号からオーディオ信号の品質を抽出して
もよい。限定ではなく、例として、オーディオ信号の品質が透かしとして別のオーディオ
信号に挿入されている場合、別のモバイルデバイス２００は、様々な透かしアルゴリズム
のうちのいずれか１つを使用することによって、別のオーディオ信号から、挿入されたオ
ーディオ信号の品質を抽出してもよい。限定ではなく、例として、オーディオ信号の品質
がオーディオコーデックの補助データフィールドまたはトランスポート層の補助データフ
ィールドに挿入されている場合、別のモバイルデバイス２００は、オーディオコーデック
またはトランスポート層の補助データフィールドからオーディオ信号の品質を抽出しても
よい。
【００４４】
　さらにブロックＳ１８で、別のモバイルデバイス２００はまた、必要に応じて、背景ノ
イズレベルおよび／またはネットワーク接続性を表示することができる。限定ではなく、
例として、別のモバイルデバイス２００は、モバイルデバイス１００の近端の話者が聞く
ＱｏＳ情報を信号バー、円またはスコアなどの図形で表示してもよい。
【００４５】
　当業者には、本明細書で開示するこの過程および方法ならびにその他の過程および方法
のために、過程および方法において実行される機能は異なる順序で実施されてもよいこと
が諒解されよう。さらに、概説した段階および動作は単に例として示しており、開示する
実施形態の本質から逸脱することなく、段階および動作のうちのいくつかは任意であって
もよく、より少ない段階および動作に組み合わせられても、または追加の段階および動作
に拡大されてもよい。
【００４６】
　本開示は、様々な態様の例示として意図されている本出願に記載した特定の実施形態に
関して限定されるものではない。当業者には明らかになるように、本発明の精神および範
囲から逸脱することなく、多くの修正および変形を行うことができる。本明細書に列挙し
たものに加えて、本開示の範囲内にある機能的に等価な方法および装置は、上記の説明か
ら当業者には明らかになろう。そのような修正形態および変形形態は、添付の特許請求の
範囲に含まれるものとする。本開示は、添付の特許請求の範囲と等価と認められるものの
全範囲とともに、そのような特許請求の範囲の条項によってのみ限定されるべきである。
この開示は、当然異なり得る特定の方法、試薬、化合物、組成物または生物学的システム
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に限定されるものではないことを理解されたい。また、本明細書で使用する用語は単に特
定の実施形態を説明するためのものであり、限定を意図するものではないことも理解され
たい。
【００４７】
　例示的な実施形態において、本明細書に記載する任意の動作、過程などはコンピュータ
可読媒体に記憶されたコンピュータ可読命令として実施することができる。コンピュータ
可読命令は、モバイルユニットのプロセッサ、ネットワーク要素および／または任意のそ
の他のコンピューティングデバイスによって実行することができる。
【００４８】
　システムの側面でのハードウェアの実装形態とソフトウェアの実装形態との間には、ほ
とんど相違が残されていない。ハードウェアまたはソフトウェアの使用は、一般に（いつ
もそうではないが、ある状況ではハードウェアとソフトウェアの間の選択が重要になり得
るという点で）コスト対効果のトレードオフを表す設計上の選択である。本明細書に記載
された、プロセスおよび／またはシステムおよび／または他の技術をもたらすことができ
る様々な達成手段があり（たとえば、ハードウェア、ソフトウェア、および／またはファ
ームウェア）、好ましい達成手段は、プロセスおよび／またはシステムおよび／または他
の技術が導入される状況によって異なる。たとえば、実装者が速度と正確性が最も重要で
あると決定すると、実装者は主にハードウェアおよび／またはファームウェアの達成手段
を選択することができる。フレキシビリティが最も重要なら、実装者は主にソフトウェア
の実装形態を選択することができる。または、さらに別の代替案として、実装者は、ハー
ドウェア、ソフトウェア、および／またはファームウェアのなんらかの組合せを選択する
ことができる。
【００４９】
　前述の詳細な説明では、ブロック図、フローチャート、および／または例の使用によっ
て、装置および／またはプロセスの様々な実施形態を説明してきた。そのようなブロック
図、フローチャート、および／または例が１つまたは複数の機能および／または動作を含
む限りにおいて、そのようなブロック図、フローチャート、または例の中のそれぞれの機
能および／または動作は、広範囲のハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、また
は実質上それらのすべての組合せにより、個別におよび／または集合的に実装可能である
ことが、当業者には理解されるであろう。ある実施形態では、本明細書に記載された主題
のいくつかの部分は、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲ
ートアレイ（ＦＰＧＡ）、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、または他の集積化方
式によって実装することができる。しかし、本明細書で開示された実施形態のいくつかの
態様が、全体においてまたは一部において、１つまたは複数のコンピュータ上で動作する
１つまたは複数のコンピュータプログラムとして（たとえば、１つまたは複数のコンピュ
ータシステム上で動作する１つまたは複数のプログラムとして）、１つまたは複数のプロ
セッサ上で動作する１つまたは複数のプログラムとして（たとえば、１つまたは複数のマ
イクロプロセッサ上で動作する１つまたは複数のプログラムとして）、ファームウェアと
して、あるいは実質上それらの任意の組合せとして、等価に集積回路に実装することがで
きることを、当業者は認識するであろうし、電気回路の設計ならびに／またはソフトウェ
アおよび／もしくはファームウェアのコーディングが、本開示に照らして十分当業者の技
能の範囲内であることを、当業者は認識するであろう。さらに、本明細書に記載された主
題のメカニズムを様々な形式のプログラム製品として配布することができることを、当業
者は理解するであろうし、本明細書に記載された主題の例示的な実施形態が、実際に配布
を実行するために使用される信号伝達媒体の特定のタイプにかかわらず適用されることを
、当業者は理解するであろう。信号伝達媒体の例には、フロッピー（登録商標）ディスク
、ハードディスクドライブ、コンパクトディスク（ＣＤ）、デジタルビデオディスク（Ｄ
ＶＤ）、デジタルテープ、コンピュータメモリ、などの記録可能なタイプの媒体、ならび
に、デジタル通信媒体および／またはアナログ通信媒体（たとえば、光ファイバケーブル
、導波管、有線通信リンクおよび／または有線通信チャネル、無線通信リンクおよび／ま
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たは無線通信チャネルなど）の通信タイプの媒体が含まれるが、それらには限定されない
。
【００５０】
　本明細書で説明したやり方で装置および／またはプロセスを記載し、その後そのように
記載された装置および／またはプロセスを、データ処理システムに統合するためにエンジ
ニアリング方式を使用することは、当技術分野で一般的であることを当業者は認識するで
あろう。すなわち、本明細書に記載された装置および／またはプロセスの少なくとも一部
を、妥当な数の実験によってデータ処理システムに統合することができる。通常のデータ
処理システムは、一般に、システムユニットハウジング、ビデオディスプレイ装置、揮発
性メモリおよび不揮発性メモリなどのメモリ、マイクロプロセッサおよびデジタル信号プ
ロセッサなどのプロセッサ、オペレーティングシステムなどの計算実体、ドライバ、グラ
フィカルユーザインタフェース、およびアプリケーションプログラムのうちの１つもしく
は複数、タッチパッドもしくはスクリーンなどの１つもしくは複数の相互作用装置、なら
びに／またはフィードバックループおよびコントロールモータを含むコントロールシステ
ム（たとえば、位置検知用および／もしくは速度検知用フィードバック、コンポーネント
の移動用および／もしくは数量の調整用コントロールモータ）を含むことを、当業者は理
解するであろう。通常のデータ処理システムは、データコンピューティング／通信システ
ムおよび／またはネットワークコンピューティング／通信システムの中に通常見られるコ
ンポーネントなどの、市販の適切なコンポーネントを利用して実装することができる。
【００５１】
　本明細書に記載された主題は、様々なコンポーネントをしばしば例示しており、これら
のコンポーネントは、他の様々なコンポーネントに包含されるか、または他の様々なコン
ポーネントに接続される。そのように図示されたアーキテクチャは、単に例示にすぎず、
実際には、同じ機能を実現する多くの他のアーキテクチャが実装可能であることが理解さ
れよう。概念的な意味で、同じ機能を実現するコンポーネントの任意の構成は、所望の機
能が実現されるように効果的に「関連付け」される。したがって、特定の機能を実現する
ために組み合わされた、本明細書における任意の２つのコンポーネントは、アーキテクチ
ャまたは中間のコンポーネントにかかわらず、所望の機能が実現されるように、お互いに
「関連付け」されていると見ることができる。同様に、そのように関連付けされた任意の
２つのコンポーネントは、所望の機能を実現するために、互いに「動作可能に接続」また
は「動作可能に結合」されていると見なすこともでき、そのように関連付け可能な任意の
２つのコンポーネントは、所望の機能を実現するために、互いに「動作可能に結合できる
」と見なすこともできる。動作可能に結合できる場合の具体例には、物理的にかみ合わせ
可能な、および／もしくは物理的に相互作用するコンポーネント、ならびに／またはワイ
ヤレスに相互作用可能な、および／もしくはワイヤレスに相互作用するコンポーネント、
ならびに／または論理的に相互作用する、および／もしくは論理的に相互作用可能なコン
ポーネントが含まれるが、それらに限定されない。
【００５２】
　本明細書における実質的にすべての複数形および／または単数形の用語の使用に対して
、当業者は、状況および／または用途に適切なように、複数形から単数形に、および／ま
たは単数形から複数形に変換することができる。様々な単数形／複数形の置き換えは、理
解しやすいように、本明細書で明確に説明することができる。
【００５３】
　通常、本明細書において、特に添付の特許請求の範囲（たとえば、添付の特許請求の範
囲の本体部）において使用される用語は、全体を通じて「オープンな（ｏｐｅｎ）」用語
として意図されていることが、当業者には理解されよう（たとえば、用語「含む（ｉｎｃ
ｌｕｄｉｎｇ）」は、「含むがそれに限定されない（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ　ｂｕｔ　ｎｏ
ｔ　ｌｉｍｉｔｅｄ　ｔｏ）」と解釈されるべきであり、用語「有する（ｈａｖｉｎｇ）
」は、「少なくとも有する（ｈａｖｉｎｇ　ａｔ　ｌｅａｓｔ）」と解釈されるべきであ
り、用語「含む（ｉｎｃｌｕｄｅｓ）」は、「含むがそれに限定されない（ｉｎｃｌｕｄ
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ｅｓ　ｂｕｔ　ｉｓ　ｎｏｔ　ｌｉｍｉｔｅｄ　ｔｏ）」と解釈されるべきである、など
）。導入される請求項で具体的な数の記載が意図される場合、そのような意図は、当該請
求項において明示的に記載されることになり、そのような記載がない場合、そのような意
図は存在しないことが、当業者にはさらに理解されよう。たとえば、理解の一助として、
添付の特許請求の範囲は、導入句「少なくとも１つの（ａｔ　ｌｅａｓｔ　ｏｎｅ）」お
よび「１つまたは複数の（ｏｎｅ　ｏｒ　ｍｏｒｅ）」を使用して請求項の記載を導くこ
とを含む場合がある。しかし、そのような句の使用は、同一の請求項が、導入句「１つま
たは複数の」または「少なくとも１つの」および「ａ」または「ａｎ」などの不定冠詞を
含む場合であっても、不定冠詞「ａ」または「ａｎ」による請求項の記載の導入が、その
ように導入される請求項の記載を含む任意の特定の請求項を、単に１つのそのような記載
を含む発明に限定する、ということを示唆していると解釈されるべきではない（たとえば
、「ａ」および／または「ａｎ」は、通常、「少なくとも１つの」または「１つまたは複
数の」を意味すると解釈されるべきである）。同じことが、請求項の記載を導入するのに
使用される定冠詞の使用にも当てはまる。また、導入される請求項の記載で具体的な数が
明示的に記載されている場合でも、そのような記載は、通常、少なくとも記載された数を
意味すると解釈されるべきであることが、当業者には理解されよう（たとえば、他の修飾
語なしでの「２つの記載（ｔｗｏ　ｒｅｃｉｔａｔｉｏｎｓ）」の単なる記載は、通常、
少なくとも２つの記載、または２つ以上の記載を意味する）。さらに、「Ａ、ＢおよびＣ
、などの少なくとも１つ」に類似の慣例表現が使用されている事例では、通常、そのよう
な構文は、当業者がその慣例表現を理解するであろう意味で意図されている（たとえば、
「Ａ、Ｂ、およびＣの少なくとも１つを有するシステム」は、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、
ＡおよびＢを共に、ＡおよびＣを共に、ＢおよびＣを共に、ならびに／またはＡ、Ｂ、お
よびＣを共に、などを有するシステムを含むが、それに限定されない）。「Ａ、Ｂ、また
はＣ、などの少なくとも１つ」に類似の慣例表現が使用されている事例では、通常、その
ような構文は、当業者がその慣例表現を理解するであろう意味で意図されている（たとえ
ば、「Ａ、Ｂ、またはＣの少なくとも１つを有するシステム」は、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃの
み、ＡおよびＢを共に、ＡおよびＣを共に、ＢおよびＣを共に、ならびに／またはＡ、Ｂ
、およびＣを共に、などを有するシステムを含むが、それに限定されない）。２つ以上の
代替用語を提示する事実上いかなる離接する語および／または句も、明細書、特許請求の
範囲、または図面のどこにあっても、当該用語の一方（ｏｎｅ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｔｅｒｍ
ｓ）、当該用語のいずれか（ｅｉｔｈｅｒ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｔｅｒｍｓ）、または両方の
用語（ｂｏｔｈ　ｔｅｒｍｓ）を含む可能性を企図すると理解されるべきであることが、
当業者にはさらに理解されよう。たとえば、句「ＡまたはＢ」は、「Ａ」または「Ｂ」あ
るいは「ＡおよびＢ」の可能性を含むことが理解されよう。
【００５４】
　さらに、本開示の特徴または態様がマーカッシュグループに関して記載される場合、当
業者であれば、それによって本開示が、マーカッシュグループの任意の個々のメンバーま
たはメンバーのサブグループに関しても記載されることも認識されよう。
【００５５】
　当業者には理解されるように、書面による説明を提供するという点など、任意およびす
べての目的のために、本明細書で開示するすべての範囲はまた、その任意のおよびすべて
の可能な部分的範囲ならびに部分的範囲の組合せをも包含する。記載する範囲のいかなる
ものも、少なくとも二等分、三等分、四等分、五等分、十等分などに分解されている同じ
範囲を十分に説明し、それらを可能にするものとして容易に認識することができる。非限
定的な例として、本明細書で論じた各範囲は、下位三分の一、中位三分の一、および上位
三分の一などに容易に分解することができる。同じく当業者には理解されるように、「最
大で～まで」、「少なくとも」などのすべての言葉は記載した数を含み、後で上述のよう
な部分的範囲に分解することができる範囲のことを指す。最後に、当業者には理解される
ように、範囲は各々個別の要素を含む。したがって、たとえば、１つ～３つのセルを有す
るグループとは、１つ、２つまたは３つのセルを有するグループのことを指す。同様に、
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１つ～５つのセルを有するグループとは、１つ、２つ、３つ、４つまたは５つのセルを有
するグループのことを指すなど、以下同様である。
【００５６】
　以上から、本開示の様々な実施形態は例示のために本明細書に記載されており、本開示
の範囲および精神から逸脱することなく、様々な修正が行われてもよいことが諒解されよ
う。したがって、本明細書で開示する様々な実施形態は限定を意図するものではなく、真
の範囲および精神は以下の特許請求の範囲によって示される。

【図１】

【図２】

【図３】
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